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令和５年度第７回南部町農業委員会総会会議録 

招集年月日  令和５年９月８日（金） 

招 集 場 所 南部町役場天萬庁舎２階 大会議室 

開 会 時 間  １３時３０分 

閉 会 時 間 １５時３０分 

農 業 委 員 

出 欠 

番 号 氏  名 出・欠 番 号 氏  名 出・欠 

1 番 市 川  春 樹 出席 5 番 井 田  厚 美 出席 

2 番 井 上  武 出席 6 番 田 邉  元 史 出席 

3 番 庄倉 三保子 出席 7 番 恩 田  一 秀 出席 

4 番 黒木 美由紀 出席  

農地利用最適

化推進委員 

出 欠 

8 番 牛 田  弘 則 出席 14 番 秦 野  勝 仁 出席 

9 番 吉次 純一郎 出席 15 番 板  秀 樹 出席 

10 番 白 川  透 出席 16 番 足 井  秀 二 出席 

11 番 松 本  美 樹 出席 17 番 野 口  龍 馬 出席 

12 番 糸 田  雅 樹 出席 18 番 山 田  安 身 出席 

13 番 岡 田  充 生 出席  

議事録署名委員 3 番 庄倉 三保子 4 番 黒木 美由紀 

出 席 吏 員 
農業委員会事務局長 亀尾 憲司     事務員 田邉 操枝 

産業課主幹 前田 智恵子 

傍 聴 人 0 人 

 

付 議 案 件  

議案番号 提 出 議 案 の 題 目 

第 １ 号 農地法第３条の規定による許可申請に対する許可について 

第 ２ 号 農地法第４条の規定による許可申請に対する許可について 

報告事項 

（１） 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

（２） 使用貸借の合意解約について 

（３） 農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想の修正について 

（４） 利用権の設定に係る計画書配布につい 

そ の 他 （１） 令和５年度第８回南部町農業委員会総会日程  
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日程及び提出

議案の題目 
(発言者) 

  

 

１．開 会 

 

局長 ただいまより、令和 5 年度第 7 回南部町農業委員会総会を開会致しま

す。本日は全員出席でございます。農業委員会等に関する法律第 27 条及

び南部町農業委員会会議規則第 5 条の規定により本会は成立しているこ

とを報告致します。それでは日程 2 の会長挨拶をお願いします。 

２．挨 拶 会長 （省略） 

局長 南部町農業委員会会議規則第 6 条の規定によりまして、日程 3 以降は会

長を議長として進行をお願いします。 

３．議事録署

名委員及び

書記の指名 

議長 
議事録署名委員及び書記の指名を行います。議事録署名委員は、3 番 庄

倉三保子委員、4 番 黒木美由紀委員、書記は田邉職員にお願いします。 

議案第１号 

農地法第３条

の規定による

許可申請に対

する許可につ

いて 

議長 議事に入ります。議案第 1 号『農地法第 3 条の規定による許可申請に対

する許可について』上程致します。提案者より説明を求めます。 

局長 議案第 1号農地法第 3条の規定により提出された下記の許可申請につい

て、許可することの可否についての採決を求めます。 

【 議案第 1 号朗読及び説明（議案書 2 ㌻）】 

番号 1 

土地の表示：          登記：田 現況：田     ㎡ 

                 登記：畑 現況：畑     ㎡ 

  登記：畑 現況：畑        ㎡ 

合計：田 3 筆      ㎡  権利種別：所有権移転    贈与 

譲渡人：   

譲受人：  

から      が贈与で取得し利用するための申請です。全部効率利

用要件・農作業常時従事要件・地域との調和要件を満たしています。 

議長 議案第 1 号につきまして、質疑に入ります。 

庄倉委員 譲渡人が   の方ですが、現在は、どのように管理をされているのか状

況を教えて下さい。 

局長 本日の現地調査で確認をしております。676 番は水稲が作付けされてい

ました。677 番は白ネギが植えてありました。713 番はカボチャなどの多

種の野菜が植えてありました。 

庄倉委員 それは誰が作られているのですか、  の方ではないと思いますが。 

局長 さんが、    さんから作業委託を受けて管理をされています。 

黒木委員 さんと    さんの関係が分かれば教えて下さい。 

局長 さんは、高校を卒業するまでこちらにお住まいでしたが、高校卒

業後に   に移られて、こちらには 1 度も戻って来られていません。残っ

ている農地については、今回の譲受人のお父さんである   さんに、利用

権設定や作業委託により管理を頼まれていました。    さんは現在  歳

で、これから先のことを考えて、お父さんの代からお世話になっている 

    さんに譲りたいと言う事で話がまとまった内容でございます。親戚関

係はございませんが、長い間管理を頼まれていた関係でございます。 

黒木委員 分かりました。 

議長  他にございませんか。ご異議ございませんか。 
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一同 異議なし。 

議長 異議なしと認め、議案第 1 号『農地法第 3 条の規定による許可申請に対

する許可について』議決、承認されました。 

議案第２号 

農地法第４

条の規定に

よる許可申

請に対する

許可につい

て 

議長 議案第 2 号『農地法第 4 条の規定による許可申請に対する許可につい

て』上程致します。提案者より説明を求めます。 

局長 農地法第 4 条の規定による許可申請に対する許可について、農地法第 4

条の規定により提出された下記の許可申請について、許可することの可否

についての採決を求めます。 

【 議案第２号朗読及び説明（議案書 3 ㌻）】 

番号１ 

土地の表示：                 登記：田 現況：田       ㎡ 

合計：1 筆      ㎡  用途：雑種地 目的及び概要：乾燥・調整施設 

申請人：  

この申請地は農業公共投資されているため農地区分は第１種農地に該

当します。許可根拠は、農業用施設その他、地域の農業振興に資する施設

であるため、不許可の例外規程に該当します。事業目的からみた転用面積

は問題なく、転用妥当と判断しての申請です。 

  さんは、現在、水稲の作付けを   ha されています。毎年増加してい

るそうです。  さんは、乾燥調整施設を有しておられず、現在は、ＪＡさ

んや      さんなどに委託しておられて、経営面積が増えるに比例して

乾燥調整料が増加しているそうです。今後も経営面積が増える構想をして

おられ、経営の効率化、利益拡大を図る事業計画を立てられて今回の申請

に至ったところでございます。 

議長 議案第 2 号につきまして現地調査報告を市川職務代理よりお願いしま

す。 

市川職務

代理 

本日、午前 9 時から、恩田会長、田邉委員、足井委員、亀尾局長、産業

課の前田主幹、私の 6 名で現地調査を行いました。 

場所は、現地調査資料の 5 ページをご覧下さい。   の交差点を西側に

入って、      を渡った直ぐにある  集落に向かう町道を入った   の

土手下になります。現況は保全管理がされていました。少し草が伸びてい

ましたが、この時期ですので 2 週間ほど前に草刈りをされたのではないか

と思います。 

6 ページの土地計画図をご覧下さい。黄色く囲って農業用倉庫とあるの

が乾燥調整施設です。 

造成は、7 ページと 8 ページを見て下さい。下側が西側で町道がありま

す。町道までかさ上げをして、建屋周辺はアスファルトで舗装し、残りの

駐車スペース等は砕石敷きという形になっております。 

図面下のオレンジ色の矢印にはＵ字溝を埋められます。町道と施設の土

地との間にＵ字溝を埋めるということです。進入路にはグレーチングで蓋

をして、水路に影響ない形にされます。 

雨水排水は青い矢印で書いてあります。当然、傾斜をつけられると思い

ますので、大半が町道に向かって流れて、新設されるＵ字溝に流れて、右

側の既存集水桝に流れます。この集水桝は     の土手下になりまして、
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直ぐに法面があります。それを改修の時に集水路を設置して、   の土手

の下を通って、     に流れ込むという構造になっています。上側にある

集水桝も同じように      に流れ込む形です。 

断面図ですが、盛土をして堆積をしたり、アスファルトをされます。 

以上、関係書類も揃っておりますし、現地調査委員からの異論もなく、

転用妥当と判断しました。 

議長 議案第 2 号につきまして質疑を受けます。 

田邉委員 3,000 ㎡ほどの土地に施設を建てられるということでございますが、  

集落への事前説明などはされていますか。これだけの施設を建てられるの

であれば同意が必要ではないかと思います。 

局長 さんからは、立会等で、周辺の方々に来てもらった時に説明をされた

と聞いておりますが、集落で集まっていただいて説明をするまではされて

いないようです。 

議長 私から説明をさせていただきます。  さんは、 集落の 65％から 70％

の農地を借りて耕作をされています。その中で、集落の皆さんを集めてと

なりますと、関係のない方々が出て来られます。農業に関係のない方々が

色々なご意見を言われますと、  さん自身が感情的になられる事も出て来

るかもしれません。せっかく今まで上手くいっていた   さんと所有者さ

んとの関係が壊れてしまってはいけません。その辺のところは、農業委員

会の判断の中で、集落説明まではせずに、地権者と隣接する方々で話し合

われた方が良いという結論を出した次第でございます。来月には、他の法

人さんも同じような案件を出されると聞いておりますが、ケースバイケー

スで、物事がスムーズに運ぶように、状況に応じた農業委員の判断が大切

であると考えています。 

田邉委員 分かりました。 

野口委員 今回の件は雑種地となっていますが、農地にアスファルトを敷かれるわ

けで、一般的に見たら宅地に見えるのですが、農業施設だからですか。 

局長 この度のケースは、この一筆の中に、乾燥調整設備、すくも小屋、ごみ

置場、駐車場など、色々な用途のものが建つ計画をされていますので、総

合的に判断して雑種地としました。但し、色々なケースがあります。乾燥

調整施設だけを置くのであれば宅地となります。一筆の中にどのようなも

のを置くのかというところで、総合的に判断することになります。 

野口委員 ありがとうございます。 

黒木委員 乾燥調整施設と言うのは、そこら辺にあるカントリーエレベーターのよ

うな施設を想像しておりましたが、資料を見ますと平な建物で、皆さん方

は 9 ページの資料を見れば理解されると思いますが、私は知識がありませ

んので、どのような工程で、どのような物を乾燥されるのか、簡単に説明

をお願いしたいと思います。 

局長 9 ページの平面図を見て下さい。この乾燥調整施設の目的は水稲です。

コンバイン等で稲を刈ってトラックに乗せて、この乾燥施設に持って来ま

す。左上に荷受けホッパーとありますが、このホッパーに持ってきた米を

入れて、乾燥機で乾燥させます。温かいままでは保管出来ないので放冷タ

ンクで急速に冷まします。その後は、それぞれの施設ごとに違いますが、 

さんの場合は、もみすり機、粒選別機、石が入っていることがあるので
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石抜機まで揃えられます。カントリーエレベーターと同じような機能を有

すると聞いております。 

黒木委員 ありがとうございます。 

白川委員 この図面を見てみますと、現在の土地に盛土をして施設を建てられるよ

うです。8 ページのＡ断面を見ますと町道より 30 ㎝高く造成をされる形

になっています。水路は盛土した所に合わせてＵ字溝を埋めるようになっ

ていますが、町道より水路が高くなってしまい、雨が降った時などに町道

排水がうまくできず、道路が水溜り状態になってしまうのではないです

か。道路管理者の了解は取っておられますか。 

局長 転用案件についての検査項目の一つに、その施設が町道や県道にどのよ

うに接続しているかという項目があります。今回は町道に接しているの

で、町道と、この筆の接地面、進入路の 10ｍあたりについての占用許可が

事前に必要で、この占用許可がないと書類とし完成しませんので、転用申

請は出来ません。したがいまして、今回も占用の届けを町の建設課に出さ

れて、建設課より占用の許可が出ています。 

白川委員 占用許可が必要なのは分かります。私が聞きたいのは、路面排水が出来

なくなって町道としての問題はないのかと言う事です。 

議長 現地調査を行っておられる市川委員よりお願いします。 

市川職務

代理 

白川委員は、全体が高くなって、町道と差ができるとことを心配してお

られるようですが、A´-A は左側の図面の 10ｍの部分だけです。上の図面

で見ますと、A´-A は、長さが 10ｍです。三角形の部分に盛土をする図面

です。現在は、ここが進入路になっていて、町道より一段高くなっていま

す。ここの幅 10ｍくらいの間隔で埋めると、あとはフラットに埋めると言

う事です。真ん中あたりに進入路を造る。極端に言いますと、10ｍだけ少

し高くて、三角形の部分に進入路があると理解していただければと思いま

す。 

白川委員 分かりました。 

田邉委員 これにかかる金額はどれくらいで、補助金はどのくらいですか。 

局長 総事業費        円で、自己資金が    円、補助金については     円

と報告をいただいております。     円は借入金で、金融機関の資金証明

を頂いています。 

秦野委員 高額な借り入れですが、  さん個人ですか、法人か何かですか。 

局長 個人で借り受けをされています。会社組織にはなっておりません。 

議長 他にございませんか。ご異議ございませんか。 

一同 異議なし。 

議長 異議なしと認め、議案第 2 号『農地法第 4 条の規定による許可申請に対

する許可について』は、議決、承認されました。 

５.報告 

（１）農地法

第１８条第

６項の規定

による通知

について 

 

議長 報告事項の（1）と（2）は関連しておりますので、一括上程でご異議ご

ざいませんか。 

一同 異議なし。 

議長 『（1）農地法第 18 条第 6 項の規定による通知について』及び『（2）使

用貸借の合意解約について』説明を求めます。 

局長 【『（1）農地法第 18 条第 6 項の規定による通知について』、『（2）使用貸借

の合意解約について』朗読（議案書 3～4 ㌻）】 
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（２）使用貸

借の合意解

約について 

議長  質疑を受けます。 

議長 ご質問はございませんか。ないようですので合意解約について報告を終

わります。 

（３）農業経

営基盤の強

化の促進に

関する基本

的な構想の

修正につい

て 

 

 （産業課前田主幹入室） 

議長 『（３）農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想の修正につい

て』、前回の総会で糸田委員より質問のありました内容について回答をお

願いします。 

前田主幹  6 ページに正誤表を付けております。 P4 23 行目の“地域計画”を“地

域計画等”に訂正します。P23 39 行目の“地域水田農業ビジョン”は、“水

田収益力強化ビジョン”と名称が代わっていますので訂正します。“農事

組合法人福成”は“株式会社福成農園”へ訂正します。24 ページの 14 行

目の“農業再生協議会のもとで”と言うのは適切ではないと言う事で、“農

業再生協議会のもとで”の文言は削除します。農地利用改善団体について

ですが、会見地区で集落営農組織は農地利用改善団体ということになって

いますので、制度自体は残っているので構想の記述自体も残すものとして

います。 

議長 24 ページの 14 行目に、“農業委員会、農業協同組合、土地改良区は”と

あるが、どこが頭になるのか、招集する時は何処がするのか、課長に確認

をお願いします。何処が責任を取るのか分からなかったら、あってもなく

てもよいものになってしまいます。 

吉次委員 会見地区の農用地利用改善団体とは、どこが入っていますか。 

前田主幹 三崎生産組合、田住生産組合、浅井生産組合、高野女生産組合、朝金

生産組合、荻名生産組合、寺内農場です。 

吉次委員 分かりました。 

議長  他にございませんか。無いようですので次に移ります。 

（４）利用権

の設定に係

る計画書配

布につい 

議長 『（４）利用権の設定に係る計画書配布につい』説明をお願いします。 

局長 最初に経緯の説明をさせていただきます。今までは、利用権設定により

地権者と耕作者が農地の貸借をされていましたが、農業経営基盤強化促進

法が改正され、3 月末をもって利用権設定での契約が法律でできなくなっ

ております。2 年間の経過措置がありますので、中間管理機構を使った貸

借の方式に順次変えているところでございます。更新手続きにつきまして

は、従来ですと、農業委員、推進委員の皆様に利用権設定の申請用紙をお

渡しして、地権者の方に出向いていただいて、今後の意向等の確認をして

いただいていました。本日は、令和 6 年 3 月 31 日までに終期を迎える利

用権設定の更新契約について産業課より説明をさせていただきます。 

前田主幹 終期を迎える利用権設定について、農地中間管理事業の利用権設定等計

画書というものを、所有者さんの御自宅に配布をお願いしたいと思ってい

ます。耕作者さんへの終了の通知は農業委員会事務局より送付するように

なっています。今回配布をお願いするのは、令和 5 年 11 月 30 日から令和

6 年 3 月 31 日までに終了を迎えるものです。終期が 11 月 30 日のものに

ついては、今月の 20 日までに提出が必要ですので、別途郵送をするよう

に予定しています。議案書の 7 ページに、“配布のお願い及び留意点”と

いうことで文書をつけています。別資料としてカラー刷りの計画書の書き

方をお配りしています。水色の枠で囲んであるところは地権者さんが記入
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して押印される箇所で、緑で囲んであるところは耕作者さんが記入して押

印される箇所です。黄色で囲んであるところは双方が相談して記入して頂

く箇所になります。現行の相対で使用貸借になっている契約に関しては、

権利の種類のところに使用貸借と既に印字しております。賃貸借の場合は

空欄にしています。変更される場合には、横線を引いて修正をお願いしま

す。裏面の黄色で囲ってあるところは、水利費ですとか、土地改良の賦課

金、草刈り等をどちらが負担するかなどのチェックを入れる箇所になって

いて、必ず記入をお願いするようになっています。 

登記の確認をしております。登記名義人と契約者が違う場合、実際の土

地の名義人さんが亡くなられている場合は、過半数の同意を得て代表者の

方が契約する方式になっていますので、同意書を同封しています。青囲み

のところの 1 番上に代表者を書く欄と、代表者以外の相続人の方で、2 分

の 1 を超える方に書面と印をいただくようになっています。裏面には、相

続関係図を書き込むようになっています。該当者の方と相続人さんが、ど

のような関係であったか図式で書いていただくようになっています。 

賃借料振替依頼書を入れています。賃貸借で、中間管理機構を通して受

け取りをする場合は、口座の登録を地権者さんにお願いしています。賃料

を受け取る場合は、口座の登録を地権者さんに書いていただくようになり

ます。物納の場合は、中間管理を通さない賃料の受渡しという契約方式に

なりますので、利用権設定等計画書の黄色枠の⑤の“甲と乙が直接授受“に

チェックを入れていただいて、口座の登録の必要ありません。 

基本的に現行の契約者さんで計画書を作成していますので、耕作者さ

ん、地権者さんが代わられる場合には様式を新しく作り直しますので、産

業課までご連絡いただければと思います。書き方については以上です。 

議長 ご質問はございませんか。 

糸田委員 封筒に同意書が入っているのは、地権者が亡くなって相続登記がされて

いない方のみですか。 

前田主幹 そうです。 

議長 物納の場合は、チェックする箇所があると説明がありましたが、数量は

記入しなくても良いのか。 

前田主幹 黄色枠の④のところに、玄米 30 ㎏というように書いていただいて、授

受は直接にしていただく形になります。必ず金額と言う事ではありませ

ん。 

板委員 所有者が県外の方がいらっしゃいますが、このような場合はどうすれば

いいですか。 

局長 ご家族が町内におられるなど色々なケースがあるので、ひとまず全部お

渡ししております。県外でこちらには誰もおられない方や、配布出来ない

場合は、農業委員会事務局、産業課にお返し下さい。 

庄倉委員 物納の場合の書き方ですが、全部の筆で 30 ㎏と言う場合は、案分して

書くのですか。 

前田主幹 全体で何キロと書いていただきましたら、こちらで計算します。 

野口委員 地主さんなどから、何故に相対が終了して中間管理機構を通した契約に

しなくてはいけないのか、中間管理機構って何ですかと聞かれた時にどの

ように答えていいのか簡単に説明してもらえると嬉しいです。 
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議長 何故に農地中間管理機構を通じた契約なのかの問いについては、これは

法律で決まった事で、今年の 4 月 1 日から施行になりました。簡単に言え

ば、法律が変わりましたと説明していただければと思います。 

市川職務

代理 

 封筒の中に、説明的なものが入っていますので、それを参考にされたら

と思います。 

糸田委員  受け手への通知はいつ頃に出されますか。 

局長  本日全て発送します。 

議長  他にございませんか。（質問・意見等なし。） 

令和 5 年度 

第 8 回農業

員会総会の

日程につい

て 

議長 

令和 5 年度第 8 回南部町農業委員会総会は、令和 5 年 10 月 10 日（火）

に開催します。 

閉会 議長 これにて令和 5 年度第 7 回南部町農業委員会総会を閉会致します。 

 

 


